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図書紹介

田中マリア 著

『道徳教育の理論と指導法』

小　林　将　太※

本書は，ルソー教育思想の研究で学位を取得され，その見地もふまえて道徳教

育を探究されている著者によって，教職科目「道徳の指導法」のために執筆され

たものである。現在，道徳教育研究・実践者にとって一番の関心事は，「特別の教

科　道徳」（仮称）というかたちでの教科化である。2014（平成26）年10月21日に

示された中央教育審議会答申「道徳に係る教育課程の改善等について」では，教

員養成も改善・充実を求められている。本書を紹介するとともに，蛇足ながら同

じ「道徳の指導法」担当者として考えたことを述べたい。

本書の構成は次の通りである。

まえがき

第蠢章　道徳教育の現状

１．生徒指導上の諸問題

２．現代日本の学校における道徳教育の特質

第蠡章　道徳教育の歴史的経緯

１．「道徳の時間」の特設

２．帝国・軍国主義時代の「修身科」

３．近代的教育制度の発足と変遷

第蠱章　道徳教育の実践に向けて

１．諸外国における価値教育の動向

２．道徳教育の指導計画と学習指導案の作成

筆者はこの構成に驚いた。最初の驚きは，学習指導要領に関わる内容を第蠢章
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と第蠱章に分割していることである。第蠢章の２では道徳教育の目標，道徳の時

間の位置づけと担当者，およびそこでの教材と評価を，第蠱章の２では全体計画，

年間指導計画，学習指導案，および指導要録を取り上げている。著者によると，

前者は道徳教育の特質が顕著にみられる要素，後者は授業づくりの際に押さえて

おくべき要素であるという。なるほどと思う一方，例えば前述の答申でも項立て

された評価について，授業づくりと分けて説明して問題はないかと不安になる。

この不安は，次に筆者が驚いた第蠡章において解消する。注目すべきは，歴史

を概説するその順序である。道徳の時間が特設された1958（昭和33）年から明治初

期へと歴史を遡っていく中で，数値などによる評価を行わないことなど，現行の

道徳教育のあり方に至った経緯が明らかになっていく。評価については，「道徳教

育に関する問題点（草案）」や師範学校での「人物査定法」に関する論述に，評価

の難しさと危うさを窺い知ることができる。筆者も講義において歴史を取り上げ

るが，そのねらいは教科に比べて印象の薄い道徳教育の“雰囲気”を感じさせつ

つ，道徳教育における教師の資質や資料・発問の類型，あるいはいわゆる全面主

義といった基礎的知識を習得させることに留まっている。第蠡章は，ルソーを中

心に教育思想・教育史に造詣の深い著者ならではの構成と言えるだろう。

第蠡章の秀逸さは，第蠱章へと進む際にも表れている。第蠡章を近代的学校制

度の黎明期で終えることで，読者の関心を「グローバル化とナショナリズムの緊

張関係」（61頁）に向けさせる。ここから第蠱章は，そうした緊張関係の中で現

在行われている諸外国の価値教育について検討させるとともに，これまでの学習

をふまえて学習指導案の作成に取り組ませようとしている。

第蠱章の１では，フランス，ドイツ，イギリス，アメリカ，およびヨーロッパ

評議会における価値教育の展開が紹介されている。筆者の実感として，道徳の時

間を不要と考える学生は少なくない。半期という限られた時間の中ではなかなか

に難しいが，学生に熟考を促す材料として，本書のように諸外国の動向にふれさ

せられたらと反省した。

第蠱章について特筆すべき点は他にもある。それは，章の最後の節「『道徳の時

間』の展望」において，教育課程特例校を例に挙げて，道徳教育と道徳の時間の

これからを学生自身に展望させることである。指導方法などについて，「授業では

……しないといけない」といった自縄自縛が先生方の間に散見される。この現状

をふまえるなら，多様な実践を構想・実現できる教員になってほしいという著者
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の願いがここには込められていると，勝手ながら筆者は解釈した。

本書は100頁余りでありながら，練られた構成によって質的にボリュームのあ

るテキストになっている。最後に，そうした良書も教職科目のテキストである以

上，学習指導要領の改訂などに合わせて加筆修正される運命にあることから，僭

越ながらその際に著者に期待することを申し上げたい。

第一は，第蠢章のさらなる充実である。冒頭，いじめ，暴力行為，不登校・中

途退学，自殺・教育相談など，生徒指導の対象や教師として関わりうる事象の推

移が，図表を用いて客観的に提示されている。道徳教育がこれらの解決・改善に

寄与すべきことは論をまたない。しかし，もっぱら生徒指導上の諸課題を示され

ると，道徳教育として取り組むべき課題ももっぱら規範意識の醸成であるとの印

象を読者は抱かないだろうか。私見を述べるなら，「よりよく生きる」ということ

につなげていくと，前述した第蠱章の終わりとも一貫するように思う。

第二は，指導方法に関する記述の充実である。本書の発行時には論議に留まっ

ていた教科化が，数年以内に実現されようとしている。そのときに必携となるよ

う，多様な指導方法や学習指導案の書き方に関するより具体的な記述が求められ

る。著作権なども関わり難しいかもしれないが，優れた学習指導案や実践例から

学び取れることも多いはずである。

本書ならびに本書を用いた著者の講義に刺激されて，道徳教育の未来を担う研

究的実践者が続々と誕生していくことを願う。

田中マリア著『道徳教育の理論と指導法』
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